
18広報 都城 令和７年12月号

　

市
で
は
、
人
口
戦
略
の
一
環
と
し
て
、

移
住
す
る
人
を
対
象
と
し
た
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
支
援
が
、
故
郷
や
家
族
の
元
を
離
れ

て
暮
ら
す
人
の
「
慣
れ
親
し
ん
だ
ふ
る
さ

と
都
城
へ
帰
っ
て
暮
ら
し
た
い
」、「
新
た

な
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
を
地
元
で
始
め
た

い
」
と
い
っ
た
声
を
力
強
く
後
押
し
し
て
、

「
将
来
の
夢
」
だ
っ
た
地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー

ン
を
多
く
の
人
が
実
現
。「
都
会
に
出
て

い
た
子
ど
も
夫
婦
が
孫
と
一
緒
に
都
城
に

帰
っ
て
き
た
」
な
ど
と
い
う
喜
び
の
声
も

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

帰
省
す
る
家
族
や
友
人
・
知
人
に
会
え

る
年
末
年
始
の
機
会
に
、
本
市
の
移
住
推

進
の
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
紹
介
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

　

移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
23-

２
５
４
２

安
心
の
相
談
体
制

　
移
住
を
検
討
し
て
い
る
人
の
相
談
を
専

門
的
に
行
う
「
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
で
は
、
移
住
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
者
に
合
っ
た
仕
事
探
し
を

お
手
伝
い
す
る
雇
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
通
じ

て
、
求
職
活
動
か
ら
面
接
、
就
職
ま
で
を

継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
。
一
人
一
人
の
相
談

に
丁
寧
に
対
応
し
、
移
住
を
検
討
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
不
安
や
疑
問
を
解
消
し
て
い

ま
す
。

遠
方
か
ら
の
相
談
も
Ｏ
Ｋ

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
窓
口
で
の
相
談
対

応
の
ほ
か
、
遠
方
の
移
住
検
討
者
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
電
話
や
メ
ー
ル
は

も
ち
ろ
ん
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ

ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
た

め
、
移
住
に
向
け
た
準

備
を
万
全
に
整
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

充
実
の
移
住
支
援
策

　
移
住
前
に
、
住
ま
い
や
仕
事
探
し
の
た

め
に
本
市
を
訪
れ
る
人
を
対
象
に
、
宿
泊

費
や
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
料
の
一
部
を
助
成

す
る
「
お
試
し
滞
在
制
度
」
が
利
用
で
き

ま
す
。
車
の
運
転
に
不
慣
れ
な
人
に
は
、

移
住
後
の
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
講
習
費

用
一
部
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
支
援
策
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
特
設
サ
イ
ト
「
住
め
ば

住
む
ほ
ど
都
城
」
を
確
認
く

だ
さ
い
。

地元へのＵターンを
応援します！

地元へのＵターンを
応援します！

Web相談
予約ページ
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　長年、社員の高齢化や人手不足が課題で、求
人を出しても反応がない時期が続く中、県外で
経験を積んだ息子と娘がUターンで戻ってき
たことが転機となりました。２人を中心に、古
い制度の見直しや、完全週休二日制の導入、デ
ジタル化による業務改善などを進めた結果、社
内の雰囲気が大きく変わりました。
　採用方法の見直しや情報発信にも力を入れ、
市の移住支援制度が大きな後押しになり、１年
半で24人（うち移住者10人）の採用に成功し、
会社の中核となる30代・40代も大幅に増えまし
た。この制度のおかげで、都市部で経験を積ん
だ優秀な人材を呼び込むことができたと思いま
す。彼らは、それぞれが培ってきた知識や経験
を持ち込み、会社全体に活気をもたらしてくれ
ています。このような変化が地域に広がると、
都城全体の元気にもつながるのではないでしょ
うか。今後もこの移住支援制度を継続してもら
うことで、都城市に暮らす私たちみんなの未来
が明るいものになることを願っています。

　製材業を営む弊社では、ＣＡＤオペレーター
などの専門職や機械操作の資格職の人材不足が
課題でした。地元で就職する学生も減る中で希
望を見出したのは、即戦力で定着率も高いＵ
ターン採用。市の移住支援策と弊社の採用活動
がマッチし、２年半で23人の移住者雇用につな
がりました。配偶者の地元である都城に、家族
でＵターンしたという社員も多くいます。
　今年は人事評価制度を大きく見直し、社員の
頑張りを定期昇給で適正に反映する仕組みを構
築。関西出身の社員が新たな視点のアイデアを
出して活躍するなど、長く地元に住む私たちで
は思いつかない発想や柔軟性を持つ移住者は貴
重な存在になっています。
　今後も、市には移住支援を継続して、市外か
らの人材の入り口を確保してもらうことを期待
しています。そして、雇用した社員たちが働き
続けたいと思える職場をつくるのは私たちの役
目。これからも会社一丸となって、働きやすい
環境づくりを追求していきます。

丸宮建設株式会社

代表取締役　河野　一治さん
持永木材株式会社

総務部室長　切畑　良朗さん

雇用を生み出す移住支援
　移住決断やその後の定住の決め手になるのは「仕事」です。本市では、移住・定住サポートセンターに雇用
コーディネーターを配置して、ハローワークの求人情報を基に就職支援などを行っていて、令和５年度は114
件、令和６年度は80件の新たな雇用が生まれています。
　今回は、働き手が不足する中で、移住者を積極的に採用する市内事業者の声を聞きました。

移住支援で広がる新しい未来 多彩な経験からの発想が大きな戦力に


